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Vol.103

加藤幸
こ う

三
ぞ う

さん
　四日市保護司会副会長兼事務局長であり、
四日市地区薬物乱用防止指導者協議会副会長
としても活動している加藤さんにお話を伺い
ました。

四日市保護司会

10月１日～11月30日は、麻薬・
覚醒剤乱用防止運動期間です。
近年、大麻乱用者が急増していま

す。大麻は記憶や学習能力、知覚を
変化させ、乱用を続けると人格変容
などを引き起こして、社会生活に適
応できなくなります。絶対に薬物を
買ったり、使ったりしないでくださ
い。

違法薬物は、
買わない！

持たない！
使わない！
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■保護司としての活動
保護司とは、罪を犯した人や保護観察処分を受
けた人の立ち直りを地域で支えるために、法務大
臣から委嘱を受けたボランティアです。保護観察
処分を受けた人と定期的に面談して、就職や生活
の相談に乗ったり、必要な人には福祉や行政サー
ビスなどの案内や手続きを手伝ったりします。面
談をする時には、あえてその人が犯した罪につい
ては触れず、話しやすい雰囲気を作るように心掛
けています。ほかには、子どもたちの健全な育成
のために、学校などを訪問して連携を深める活動
もあります。
私は保護司として活動して約20年になります。
保護司を始めたきっかけは、私より先に保護司を
していた友人に勧められたり、自治会長などに頼
まれたりしたことでした。現在は退職しています
が、活動し始めた時は会社員として機械の設計を
する仕事をしていました。会社員の傍ら、子ども
会などの地域の活動もしていましたし、会社の仕
事も保護司の仕事もおろそかにはできないので、
大変な時期もありましたね。

■新たな役割
令和２年４月からは、四日市地区薬物乱用防止
指導者協議会副会長としても活動しています。街
頭やイベントで薬物乱用防止を訴える啓発活動を
したり、４～６月に全国で展開される「不正大麻・
けし撲滅運動期間」には、地域の人とともに、ア
ヘンを含むため規制されている「植えてはいけな
いケシ」を抜き、撲滅に向けた活動をしたりして
います。ケシは公園など意外と身近なところに生
えていて、地域の人に驚かれます。でも、その後
自宅の庭などに自生す
るケシを自発的に抜い
てくれたり、ケシを見
かけたら保健所に通報
してくれたりと、だん
だんと理解が広がって
いると感じています。

■薬物の怖さ
薬物を使用してしまう人は、軽い気持ちで始め

てしまい、やめられなくなることが多いです。関
わったほとんどの人が「二度と罪を犯したくない」
「立ち直りたい」と考えていますが、若い頃から
薬物を使用していて何度も捕まり、高齢で刑務所
から出てくる人もいます。薬物の後遺症で「誰か
がずっと見張っている」「お金がなくなった、あ
いつが盗んだに違いない」など猜

さい

疑心が強くなっ
て孤立を深めていく人が多く、保護観察処分の期
間が終わっても、時々相談の電話を受けます。期
間が終わっているとはいえやはり心配なので、世
間話や雑談をする中で、現在の生活状況を探って、
アドバイスするようにしています。
最近では、インターネットなどで薬物が取り引

きされ、手軽に購入できるため、未成年者や若者
にも広がっています。興味本位で「１回だけ」と
思っていたのにやめたくてもやめられず、逮捕さ
れることで薬物を使わないきっかけができ、「捕
まってよかった」と言う人もいます。薬物を購入
するためのお金を得るために罪を犯す人もいます。
安易に薬物を使用しようと思わずに、たとえ友人
の誘いでも自分を大切にし、勇気を持ってきっぱ
り断り、SNSなどでも関わらないでほしいです。

■保護司としての今後
関わった人が「就職が決まって生活が落ち着い

た」とあいさつに来てくれた時は、本当によかっ
たなと思います。中学生の時から少年院や刑務所
に何度も出入りしていた人が、交際相手を紹介し
てくれたこともありました。再出発の手伝いがで
きたかなと感じました。
これからも、罪を犯さずに暮らせる社会を目指

して、学校、行政、病院、警察などと連携しなが
ら、薬物の怖さや罪を犯すことの重大さを伝えて
いきたいと思っています。

不正ケシクリーンアップ運動

10月放送のCTY−FM
「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。


